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学校とジェンダー

　　　　　の現在地

男性性研究／教育実践家

　　　　　田中めぐみ

딼最終回〉
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６　 教室で育まれる「共同的バイスタンダー」
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　フェミニスト教育学では、教室

は知識を伝えるだけの場ではな

く、学習者が自分の中に内面化し

てきた価値観に気づき、それを他

者との対話を通して問い直す場だ

と考えられています뙙表面的に땎調

和した教室」を目指すだけでは、

땎男らしさ땏땎女らしさ땏の規範は見

えないまま残ってしまう―そんな

指摘に私も深く共感しています。

　だから私は、男子校でジェンダ

ーを伝えるとき、生徒の反発や戸

惑いを消そうとは思いません。第

三者介入の授業では、땎女性がど

う思っているかわからない」땎女

性にも男性の痛みに寄り添ってほ

しい」땎怖そうな相手には介入で

きる気がしない」といった率直な

声があがります。その声を受け止

め、なぜそう感じるのかを一緒に

考えます뙙땎男らしさ땏の規範や땎恐

れ」が言葉になって初めて、対話

が始まるからです。

　授業の終盤、ある生徒が「共同

的バイスタンダーになるのが一番

難しい」と話しました。共同的バ

イスタンダーとは、西井開さんが

提唱する、加害者を他者化せず、

自らの弱さや恥も開示しながら、

ともに変化していくことを目指し

て長期的に関わる第三者です。そ

の発言をきっかけに、別の生徒が

自分の経験を語り、さらに別の生

徒が新しい視点を加えていきまし

た。教師が答えを教えるのではな

く、生徒同士の関係そのものが変

わっていく瞬間でした。

　家に帰れば、私は三歳と十歳の

男の子を育てる保護者です。子ど

もたちを大声という暴力にさらし

てしまうこともあります。だから

こそ、땎どの口が言うてるねん」

と、自分が持つ力や支配性を問い

返し続けています뙙私自身もまた뙘

「正しさ」を教える側ではなく、

学び続ける一人です。

　この連載では、땎男らしさ땏や感

情の言語化について書きました。

その先に目指しているのは、誰か

を言い負かすことではなく、互い

の揺れを受け止めながら、ともに

社会を変えていく関係を育むこと

です。男子校の教室で育まれた対

話が뙘家庭や地域へと広がり뙘땎共

同的バイスタンダー」が一人でも

増えていくことを願っています。
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
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﹂
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
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私
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街
﹂
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
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広
げ
ま
し
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う


を興復の位本民住
とロゼ発原　　　　 年らか故事発原

会集ましくふ．８

発言する

吉野さん

セッションで新婦人が報告

　全体会にさきがけ、午前中は「復興」땎再

エネ・省エネ」땎全国の運動交流・次世代継

承」のテーマ別セッションが開かれました。

　「復興」では、新婦人福島県本部副会長の

村上裕美さんが、復興共同センター・子ども

チームとして、福島の子どもたちを放射能被

害から守るための署名や子育て支援策につい

てのアンケートなど、とりくみを報告。

　「運動交流」では、新婦人埼玉・川越支部

の吉野陽子さんが、埼玉県本部が教職員組合

と共同での福島の親子を埼玉に招くツアー

や뙘支援物資を持って仮設住宅を訪問し交流뙘

毎年の３・アクションにとり

くんでいることなどを紹介。県

本部のバスツアーで現地の実態

を知った自身の経験を語り뙘땎福

島を忘れず原発ゼロと再エネ推

進へ行動し続けます」と力をこ

めました。
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﹁
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﹂
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催
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
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︶
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
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
道
府
県
本
部
か

ら
も
賛
同
が
寄
せ
ら
れ


集
会
を
支
え
ま
し
た

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